（見本）

（申請日）2006年○月○○日

京都アート・エンタテインメント創成研究

拠点リーダ　川嶋將生　殿

研究者育成助成金の交付願い
（申請者名）文学部○○研究科○○専攻博士課程後期課程
立命館太郎
１.研究概要

（例）京都を核とする日本の有形・無形文化・芸術に係わるコンテンツのデジタルアーカイブ
２.目的

　○○における研究発表および○○研究機関との研究交流への参加
３.研究内容（計画・スケジュール）

   7/21-7/25  ○○学会（○○大学○○学部、○○研究所○○部門）における研究発表２件

　 7/25　○大学○○研究グループとの研究交流

４.COEサブプロジェクトとの関連およびCOEにもたらす効果

５.予算措置希望金額

　 ○○万円
６.所属するサブプロジェクト名

７.予算品目（該当項目に個々の予算金額を記入）

①設備備品費　￥○○千円
②国内旅費　　￥○○千円
③外国旅費　　￥○○千円
④資料収集・複写代・その他（運搬費・委託費ほか）　￥○○千円
　（品目詳細：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）
サブプロジェクトリーダー名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿事業推進担当者 印


「研究者育成助成金の交付願い」ご記入上の注意点
	申請項目
	記入上の注意点

	申請日
	・助成を希望する出張等の諸活動の１ヶ月前迄に事務局まで本申請書を提出すること。

・全体の申請期限は2006年12月20日。但し、予算の都合により途中で応募を打ち切ることもありえる。

	申請者名
	・「研究者育成助成金」該当者の氏名を記入すること。
（事業推進担当者を通して事務局まで申請書を提出すること。直接、研究者からの申請は受け付けない）

	３.研究内容
	助成の内容は、所属するサブプロジェクトの内容と関連するもの、あるいは事業推進担当者である指導教員がサブプロジェクトの内容と密接に関連すると認めたもの。

	５.予算措置希望金額
	１件につき20万円を上限とする全額またはその一部。

１人あたり年額20万円を上限とする。

	７.予算品目
	助成の範囲は、学会発表のための旅費（学会への単なる出席は除く）、調査費、資料購入費など。


予算品目算出基準（例）
経費品目には、旅費、アルバイト謝金、設備備品、書籍・消耗品・運搬費等が含まれる。
◆旅費（算出方法は「国家公務員等の旅費に関する法律」及び「文部科学省所管旅費規則」に準ずる）
◇国内旅費
	国内旅費の算出＝（運賃＋（急行料・特急料等））＋（日当×日数）＋（宿泊料×夜数）


· 運賃：補助事業者等の本邦内における出張及び出入国等のために要する旅客運賃。
· 特急料等：特急料は片道100km以上、急行料は片道50km以上の場合に支給できる。
国内旅費の日当及び宿泊料　　（単位：円）
	職名等
	日　当
	宿泊料

	
	
	甲　地
	乙　地

	講師・助手・研究員
	2,200
	10,900
	9,800

	大学院生
	1,700
	8,700
	7,800


(備考)
・ポスドクは「助手」の旅費規程が適用される。

・甲地方とは宿泊地が次の場合をいい、乙地方とは甲地方以外をいう。
関　東：東京２３区、八王子、立川、武蔵野、三鷹、府中、調布、町田、小金井、国分寺、国立、柏江、多摩、稲城、西東京、さいたま、千葉、横浜、川崎、横須賀、鎌倉、葉山
東　海：名古屋
京阪神：京都、大阪、堺、岸和田、豊中、池田、吹田、泉大津、高槻、貝塚、守口、枚方、茨木、八尾、泉佐野、富田林、寝屋川、和泉、箕面、高石、東大阪、神戸、尼崎、西宮、芦屋、伊丹、宝塚
九　州：福岡
同一地域における滞在日数が30日以上になる場合の日当及び宿泊費は、別途事務局にご相談ください。
◇外国旅費（派遣）
	外国旅費の算出＝（運賃＋特急料等）＋（日当×日数）＋（宿泊料×夜数）＋（支度料）＋（雑費）


外国旅費の日当及び宿泊費・指定都市（単位：円）
	
	講師・助手・研究員
	大学院生

	
	日　当
	宿泊料
	日　当
	宿泊料

	指定都市
	6,200
	19,300
	5,300
	16,100


(備考)上記は、出国する日から入国する日までの単価を示す。指定都市とは次の場合をいう。
シンガポール、ロス・アンジェルス、ニュー・ヨーク、サン・フランシスコ、ワシントン、ジュネーヴ、ロンドン、モスクワ、パリ、アブ・ダビー、ジェッダ、クエイト、リアド、アビジャン
指定都市以外の外国旅費、また同一地域における滞在日数が32日以上になる場合の日当及び宿泊費は、別途事務局にご相談ください。
◆人件費
人件費のうち、謝礼に必要な経費としての謝金は、次に示す金額を参考にしてください。
ここでの謝金とは、COEに係わる事業遂行のための専門的知識の提供、情報収集、実験補助、資料整理等について協力を得た人に対する必要な経費を指す。
	区　分
	単　価

	実験補助、資料整理等
（研究室での研究補助）
	概ね7,500円／日（１日：８時間）

	情報収集（実地調査、文献調査、検索等）
	概ね7,500円／日

	翻訳・校閲（本業等でない）者
	翻訳：概ね4,800円／日本語400字
校閲：概ね2,600円／外国語300字


その他
· 助成金採否は「京都アート・エンタテインメント創成研究」運営会議において決定する。

· 出張後１ヶ月、資料購入後２ヶ月以内に成果報告（書式自由）を提出すること。
